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熊本県が目指す未来とDX戦略
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「くまもとDXグランドデザイン」の策定
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◆令和３年度、県及び民間の有識者等からなる「DXくまもと創生会議」において策定。

◆産・学・官が連携してデジタル化・DXを推進していくための「羅針盤」とすべく、10年後の熊本の「あるべき姿」を
描いたもの。

◆具体的には、２つのビジョンと実現のための７つの方向性、ＤＸによる実現手段を記載。

県民性、風土・風習、文
化伝統を活かした
熊本らしい

唯一無二のDXの実現
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熊本県のDX戦略 CSF（Critical Success Factor）
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「働き方」
の改革、そして変革へ
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DX戦略の根幹思想
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超少子高齢化・労働人口減少が進むなか、
これからの「働き方」を定義する上で我々が為さねばならぬ事

①１人当たりの生産性を上げる ②１人当たりのやる作業を減らす

・できることを増やす
・１作業あたりの時間を圧縮する

・業務改善／業務改革
・デジタル技術の活用

→人材育成（能力向上・能力開発・リスキリング）
→デジタル技術の活用

→ BPR（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング）

→ BPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）

→ AI
→データ活用（作業と事業の標準化・汎用化）

・外部人材、副業／兼業人材の活用

次期デジタル化推進計画の根幹思想として注入
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DX戦略の根幹思想

5

庁内
（行政DX）

事業者/市町村
（地域DX）

庁内での取組みが難しいのであれば
事業者や市町村の取組みを支援することから始めてみる

DX推進支援

①/②を実現

関連諸事務
の効率化

外部人材や民間サービスの
拡充

委託事業/案件
の質向上

①/②推進
の契機

①１人当たりの生産性を上げる ②１人当たりのやる作業を減らす

県庁が主導して
事業者と市町村が①/②を実現できるよう支援する
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熊本県におけるDX戦略推進の全体像
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◆熊本県におけるデジタル化、DXの推進については、「くまもとDXグランドデザイン」で提示されたビジョンの具
体化を図るため、主に事業者向けの「戦略推進」と、県下の市町村向けの「地域デジタル化推進」の２軸でそれぞ
れ以下の取組を実施している。

戦略推進（事業者向け） 地域デジタル化推進（市町村向け）

機運醸成

環境整備

事例創出

人材育成

企業連携
実装支援

公開イベント/セミナー

データ活用推進プログラム

くまもとデータ連携基盤

データ活用事例創出事業

民間DX人材育成事業

大学等との連携によるリカレント

DXマッチング商談会

体制構築
支援

人的支援

技術導入
支援

トップセミナー（市町村長対象）

市町村職員へのDX研修

デジタル人材派遣事業

個別相談
フロントヤード改革

伴走支援

県・市町村による
情報システムの共同運用
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DX戦略推進に関する取組例
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Kumamoto Prefecture
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「くまもとデータ連携基盤」の概要

◆デジタル化やDXの推進により地域課題の解決や新たなサービスの創出を実現するためには、行政や民間が
保有するデータの利活用が重要。

◆本県では、官民が有する様々なデータを連携し、住民サービスなどに活用するデジタルインフラとしてのエリア・
データ連携基盤（非パーソナル）「くまもとデータ連携基盤」を令和５年度に構築し(※)、令和６年４月、県及び13市
町村共同で運用を開始。（令和７年度はさらに参画市町村が増加する見込み。）
※総務省補助（地域課題解決のためのスマートシティ推進事業（補助率1/2））

◆データ連携基盤を活用したサービスとして地図ダッシュボードを運用しており、利用者に分かりやすく発信。
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くまもとデータ連携基盤のイメージ 地図ダッシュボードサービスの概要

➢ データ連携基盤に接続されたデータを地図上に
可視化する地図情報サービス。

➢ 例えば浸水想定区域、避難場所、観光施設、バス情報等を
位置情報と合わせて一元的にわかりやすく表示可能。
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R4 R5 R6 R7 R8 R9～

非パーソナル 検討 構築 運用開始 参画拡充

パーソナル
検討 （構築）

（運用開始）
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「くまもとデータ連携基盤」の検討経緯・今後の予定

◆熊本市、荒尾市等スマートシティを中心とした「スマートシティ等連携プロジェクト推進会議」において、基盤の構築、
活用について令和4年度から具体的に検討を開始。

早くともR8～
（未定） 早くともR９～

（未定）

◆令和7年度の運用開始を目標として検討を進めたが、
基盤の必要性や実装する具体サービスの協議が
整わず、現時点で構築時期は未定。

◆現在は、「既存サービスの広域導入」の観点から
パーソナルデータの活用について検討を継続。
特に、健康データを中心に、日々の健康増進への
取組だけでなく、災害時の避難者支援への活用も
見据えて検討中。

非パーソナル基盤 パーソナル基盤

◆当初の計画通り、令和5年度に構築し、令和6年度
より運用開始済み。

◆今後は、基盤を活用して地域課題に取り組む事例
創出事業等を通じて、基盤に接続するデータの
拡充や基盤を利用するサービスの創出、参画する
市町村の拡大に取り組む。

当初の構築スケジュール
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データ連携基盤共同利用ビジョンの概要
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 熊本県においては、県及び県内全市町村を会員とする「熊本県・市町村電子自治体共同運営協議会」で協議
を行いながら、令和５年度に県が非パーソナルデータを扱う「くまもとデータ連携基盤」を構築し、令和６年
度から県及び１３市町村で共同運用を行っている。

 今後、非パーソナルデータに関して他の市町村によるデータ連携基盤の利用用途が生じた場合には、
既存の基盤を共同利用することを基本として県が主導で関係市町村間の調整を行う。
パーソナルデータを扱うデータ連携基盤についても共同利用を前提に検討を行っており、引き続き
県が主導で市町村間の調整等を行う。

 なお、特定の分野及び用途においてデータ連携基盤の必要性が生じた場合には、既存のデータ連携基盤の
機能拡充について検討を行う一方、新規構築が適切と判断した場合には所要の対応を行う。
加えて、データ連携基盤間の情報連携が適切に行われるよう、ＡＰＩの見直し等を行い、必要に応じて改修
等を行う。

熊本県におけるデータ連携基盤共同利用に関するビジョン（令和６年１０月２４日策定）（一部抜粋）

◆データ連携基盤整備の重複投資防止の観点等から、国の方針を踏まえ、県内市町村とデータ連携基盤を共同
利用することを基本とした「共同利用ビジョン」を策定・公表済み。
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「地図ダッシュボードサービス」の活用例：防災分野
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河川水位やハザード、
避難場所、河川ライブ
カメラ等の情報を

一元化

リンク経由で
ライブカメラ画像を閲覧可

危険度別に
地図上で色分けして表示
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「地図ダッシュボードサービス」の活用例：観光・交通分野

12

観光地、バス、
公衆トイレ、無線ＬＡＮ
スポット等の情報を

一元化

アイコンをクリックすれば
各バス停の通過予定時刻を

確認可能

各スポットの概要や
見どころを表示
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データ活用事例創出事業の概要

◆データの活用により地域課題の解決を図り、企業や団体、自治体におけるデータの活用に向けた機運を醸成するた
めに実施する事業。

◆企業等から複数のデータを活用して地域課題の解決を図るアイデアを募集し、データ活用事例の創出を目指す。
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事業概要 選定案件

 目的
・ 企業・団体・自治体のデータ活用の機運醸成
・ 企業等からのアイデア提案による事例の創出

 応募要件
・ 複数のデータを活用する取組であること
・ 地域課題の解決を念頭に置いた、
デジタル技術を活用した取組であること

 県からの委託金額・公募件数
１件あたり５００万円
データ連携基盤活用型４件
AI活用型２件 計６件

データ連携基盤活用型（４件）

防災データの集約と活用による災害時物流支援の強化
（デンソー、人吉市、菊池市、上天草市、天草市、苓北町）

データを活用した要配慮者の安全な避難支援と避難所運営の最適化
（システムフォレスト、人吉市、UPWARD）

熊本県大津地域における交通円滑化に向けたデータ活用促進
（構造計画研究所、大津町）

AIデマンドタクシーのデータを用いた地域交通の利便性向上
（TaKuRoo、地域創生Coデザイン研究所、ネクスト・モビリティ、九州産交バス、熊本市）

AI活用型（２件）

AIカメラによるデータを活用した中心市街地の回遊促進
（九州産交ランドマーク、地域創生Coデザイン研究所、熊本大学工学部、熊本市）

AIコンシェルジュを活用した商店街の賑わい創出
（Vizers、崇城大学（都市計画研究室））
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DX実践セミナー/データ活用推進プログラムの開催
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◆他社の実例やツール紹介を含め、DX推進の要点を学べる「DX実践セミナー」を年5回実施。

◆データを活用した地域課題の解決をテーマとして、企業間の連携強化とデータ活用の促進を目指す「データ活用
推進プログラム」を実施。

DX実践セミナー データ活用推進プログラム

第１回「事例から学ぶDXの進め方」
（8月1日）

➢ 中小企業におけるDX活用事例の
ポイント解説

➢ DXの進めるうえでの課題の抽出
などをグループ
ワークを通して深掘り 等

   （参加者：19名）

第２回「ＤＸツールの活用で業務効率化」
（9月5日）

➢ 勤怠管理、支払プロセスの効率化
➢ RPAによる定例業務の自動化 等
   （参加者：２4名）

⚫ 講師からの講義やワークショップを通じて、中小企業の
取組事例や課題の抽出、ツールの活用方法等を学べる場。

⚫ データの利活用に関心を有する企業から参加者を募り、
企業や業界の枠を超えた連携により地域課題の解決に
向けた検討を行う場。

⚫ データ活用をテーマに座学と実習を実施。
この場を通じて形成されるコミュニティを中心として
データ活用の事例が創出されることを期待。

勉強会の様子 グループワークの様子
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DXの推進に係る大学等との連携
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◆デジタル化やDXを推進するデジタル人材の育成・確保のため、大学等の教育機関との連携は重要。

◆熊本大学、熊本県立大学、東海大学の３大学は、デジタルやデータサイエンスなどに関する講義について、大学の
垣根を超えた学生の受講や単位互換など連携（SPARC事業）を開始。熊本大学は７５年ぶりの新たな学部とな
る文理融合型の「情報融合学環」を新設し、半導体を含む人材育成を開始。

◆熊本学園大学と熊本県は、オープンデータ利活用の推進を目的に連携協定（令和５年７月）を締結。イベントや学
生向けの講義の開催を通じた機運醸成や人材育成を実施。

SPARC合同記者発表会

「地域活性化人材育成事業～SPARC～」

⚫ 地域社会と大学間の連携を通じて既存の教育プログラムを
再構築し、地域が求める人材を育成する機関に転換することを
目的とした、文部科学省の事業。

⚫ 熊本大学、熊本県立大学、東海大学の国公私立３大学の連携に
より、文理融合の連携開設科目を開設し、グローバルＤＸ人材を
輩出する想定。

⚫ 熊本大学においては、令和６年
４月に情報融合学環を新設。
・ 「データサイエンス半導体」
・ 「データサイエンス総合」
の２コースを用意しており、
１期生は６８人（うち女性が２２人）。

オープンデータをテーマにしたデータソンの開催等

⚫ 熊本学園大学において、産官学からの参加者で、熊本県
の地域課題を解決するため、オープンデータを活用したア
イデアを出し合う催しであるデータソンを実施。

データソンの模様
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DXマッチング商談会の開催
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◆デジタル技術で自社の課題を解決したい企業のブースをIT系企業等が訪問し、デジタル技術やサービスを
提案するという通常とは逆方向の商談会を開催し、対話機会を創出。（今年度は10月１日に熊本城ホールで開催。）

◆事前に企業の課題や商談対象を整理したうえで、当日中に最大５回の商談機会を提供。

課題を解決したい企業 デジタルサービス等を
提案する企業

信用金庫・産業支援財団

提案

提案

サポート

くまもとDX推進コンソーシアム

公募にて選定
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